
清水が丘遺跡出土土器
東京都府中市清水が丘遺跡出土の勝坂 3 式土器から、文様装飾を構成する隆線の上にダイズ属種子圧

痕が複数確認された（佐々木ほか，2021）。隆線上の刻みを切るようにダイズ属種子が埋め込まれ、一
定間隔をもって中央部にそってはめ込まれていることから、装飾時に意図的に種子を埋め込んだと考えら
れる。圧痕の大きさは現在の栽培種と同等に大型で、縄紋中期におけるダイズの栽培化についても重要な
知見である。

対象となる土器は、遺跡内を通る道路の水道管設置工事に伴う立ち会い調査（1984 年）で出土した（府
中市 2019：新府中市史図 3-169 -2）。勝坂 3 式終末期に属し、多摩武蔵野地域の新地平編年 9c 期に属
する「西上タイプ」に類する。口縁のほぼ 2/3 周（４単位の大形把手は残存）を遺存する大形の深鉢形
土器である。

縄紋中期土器文様装飾時におけるダイズの意図的混和例
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種実圧痕
　土器外面に確認した 7 点の圧痕のレプリカを同定した結果、草本植物のダイズ属ないしダイズ属？種子・
子葉の１分類群のみが得られた。臍がある程度明瞭に残る試料をダイズ属とし、臍が不明瞭または残存し
ていないが、形態からダイズ属と判断した試料はダイズ属？と同定した（表 1）。同定の結果、ダイズ属
種子が 2 点、ダイズ属？種子が 4 点、ダイズ属？子葉が 1 点得られた。SMO ｰ 52 から 55 の 4 点では、
隆線の刻みを切るように種子圧痕が認められ、ほかの 3 点の種子圧痕も隆線の頂部に器面に対して上の
方向から押圧されている（図 2）。ダイズ属には野生種であるツルマメと栽培種であるダイズが含まれる。
今回得られた計測可能なダイズ属種子圧痕 6 点の最大長は 12.20mm、最小長 8.25mm で、歪な形状の
１点（8.25mm）を除いて現生の野生種ツルマメの最大長 10mm を超えており、１個体から複数の栽培
サイズのダイズ属
の圧痕が得られた。

図 1　清水が丘立ち会い a 出土土器と種実圧痕の位置

表 1  圧痕の同定結果　　　　　　　　　　　　　　　　（）は残存値			 
番号 分類群名 部位 長さ（㎜）幅（㎜）厚さ（㎜） 簡易楕円体体積（㎣）備考
SMO-51 ダイズ属？ 種子 10.93 5.15 3.40 100.21 臍は不明瞭、やや変形
SMO-52 ダイズ属？ 種子 8.25 5.26 2.73 62.03 臍不明瞭、かなり変形
SMO-53 ダイズ属？ 種子 12.20 (5.62) 2.25 (80.78) 臍不明瞭、かなり扁平
SMO-54 ダイズ属 種子　 11.05 5.97 3.90 134.71 一部種皮剥け、臍あり
SMO-55 ダイズ属 種子　 10.86 (5.15) 3.66 (107.18) 臍あり
SMO-56 ダイズ属？ 種子 (10.33) (6.55) 3.13 110.89 背面側のみ
SMO-57 ダイズ属？ 子葉 (7.12) (4.51) (1.49) (25.05) 変形

圧痕の状態
　酒井中氏の協力により、SfM-MVS により取得した高
密度点群モデルを作成し、縦横断計測箇所をソリッドモデ
ルおよびシェードモデルより切り出した（図 3）。それぞ
れの圧痕は隆線に沿った形で上から押圧されている上、隆
線の厚みよりも小さい深さで埋め込まれており、土器器面
にはほぼ及ばない。また、全体は埋め込まれず概ね半分程
度が埋め込まれるくらいの深さである。すなわち、隆線貼
り付け、刻みなどの施文後に隆線の上から種子もしくは子
葉が 1/3 程度見えているように押し込んだと考えるのが
妥当である。当然、焼成後には焼け落ちて現状のように孔
のみが残るため、焼成前に装飾完成後の器面に種実を差し
込む行為自体に意味があったと考えられる。

https://drive.google.com/file/d/11t4N0MA1lHI74fYA0PKkWJwATnprwcKv/view?usp=sharing,

正面 横面 背面 https://drive.google.com/file/d/1Um_nrwOnKPOmdpadTh6ZVSy2JIdtuKta/view?usp=sharing,

図 2　土器圧痕とレプリカの走査電子顕微鏡写真

各写真下のURL をクリック・タップすると 3D写真にリンクします

図 3　縦横横断計測箇所（圧痕 55）
シェードモデルより切り出し ソリッドモデル
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まとめ
　関東地方の縄紋時代前期以降の遺跡では、1 個体の土器
に多量の種実圧痕が検出された土器の調査例はあるが、土
器に意図的に種実が埋め込まれた多量種実圧痕土器は、こ
れまで明確にはわかっておらず、縄紋時代中期における植
物利用の復元や、さらには縄紋人の精神文化に係わる行為
を考える上でも重要な発見である。土器自体が、縄紋時代
中期のダイズ属種子圧痕が多く発見されている甲府盆地周
辺からの搬入品である可能性もあり、土器の型式学的およ
び胎土分析などによる検討も必要であるが、甲府盆地から
多摩・武蔵野を含む南西関東において、同様の事例が存在
しないか検索する必要があると考える。
　本研究は、府中市史編さん事業および 2020 年度科研費基盤研究
( Ｂ )18H00744・挑戦的研究（萌芽）19K21654（代表小林謙一）
の成果の一部である。

縮尺 : 約 1/8

https://drive.google.com/file/d/1Ej5OP_vmV6JnWWG04RtBiicfrEF2MP2J/view?usp=sharing,

https://drive.google.com/file/d/1p70hg9P1ftTo9Hnn0OuB6Z1XlG-6Um9e/view?usp=sharing,
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